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『作品選集2025』掲載作品
募集について

『作品選集2025』への発表作品を募集します。
作品選集の刊行は、1989年に始まり、日本にお
ける建築作品の発表の場として、国内外より高
い評価を受けており、本会の最も重要な事業の
ひとつとなっております。作品選集掲載作品の
うちから特に優れた作品を「作品選奨」として
選考し表彰します。また、2024年4月1日時点
で40歳未満の作品選集掲載作品の筆頭設計者を
「作品選集新人賞」として表彰します。会員諸氏
の作品選集への積極的な応募を望みます。

応募前に必ずご確認ください。
❶作品選集ホームページ
https://www.aij.or.jp/jpn/transaction/desi

gn/index.htm
❷作品選集オンライン応募システムマニュアル
https://www.aij.or.jp/jpn/transaction/desi

gn/manual.pdf
❸作品選集に関するFAQ
https://www.aij.or.jp/jpn/transaction/desi

gn/FAQ.pdf
❹入会手続きに関する注意
https://www.aij.or.jp/jpn/transaction/desi

gn/admission.pdf

募集要領
❶目的
本会の目的に照らし、建築に関する総合的な観
点から高い水準を有する建築作品を広く会員よ
り募集し、選考の結果、採択された作品の概要
を毎年1回刊行される「建築雑誌増刊 作品選集」
に掲載して、会員に紹介することにより、優れ
た建築作品の発表の場を作り、これらの作品の
記録に役立てるとともに、会員の制作活動の向
上に資することを目的とする。
❷募集対象
本会会員により設計され、2020年8月1日から
2023年7月末日までに竣工した建築作品で、建
築規模、用途は問わない。ここでいう建築作品
には、住宅設計、修景設計、広場設計、団地設
計等、都市デザイン的な領域が広く含まれるも
のとする。
❸応募資格
応募は、主たる設計者が全員個人会員であるこ
ととする。主たる設計者とは実際に設計に携
わった者であり、作品への貢献が最も高いと認
められる者および作品の内容に共同の責任を負

える者全員とする。なお、応募受付後の主たる
設計者の追加・削除・順番変更はいかなる理由
でも認めない。詳細は「論文・作品の発表の場
におけるピアレビューに関する倫理規程」
（https://www.aij.or.jp/jpn/guide/rinri.pdf）
を参照のこと。
❹応募の件数
制限は設けない。作品ごとに応募すること。
❺選考の資料
以下の資料を事前に準備し、後日作品選集ホー
ムページに掲載されるオンライン応募システム
にアップロードすること。ファイル形式はPDF

とし、容量は1ファイル20MB以内とする。
⑴  原稿案（見開きとなるように、設計主旨（英
文は空欄でもよい）と図面・写真を割り付け
たもの）
 原稿の体裁は「原稿執筆要領（抜粋）」（htt

ps://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2024/

sakuhinstyle.pdf）を参照して作成する。
※ 作品名・主たる設計者はオンライン応募シス
テムに登録された情報を正とし、審査・掲載
する。

⑵  図面（A4判20枚以内。配置、平面、立面、
断面、構法や仕上げがわかるもの（矩計図等）、
その他設計主旨を補足する図面、縮尺は適宜）

⑶  写真（A4判20枚以内。周辺環境がわかるも
のを含むこと）

⑷  各階面積等基本データ
 既定のフォーマット等はないが、「各階面積
等基本データ（見本）」（https://www.aij.or.

jp/jpn/symposium/2024/kihondate.pdf）
を参照して作成すること。

⑸  検査済証のコピー（建築）。竣工年月は検査
済証の発行年月で確認する。
 下記のいずれかに該当する場合は、理由書を
提出すること。なお、理由書がない場合は審
査対象外となる。
  ・ 検査済証の発行年月が募集対象の竣工期間
から外れている。

  ・竣工年月と検査済証の発行年月が異なる。
  ・ 検査済証を発行していない。（確認申請不要
物件は、不要理由を明記すること。仮使用
認定通知書等を提出する場合、竣工日をど
のように扱っているか等を明記すること。）

⑹  単独設計の場合も含め、設計者が応募作品に
どう関与したかを明記した資料を提出するこ
と（主たる設計者はその応募作品に主となっ
て関与した関係者のあいだで了解が得られて
いること）。設計者の資格に関しては内容を
問い合わせることがある。
 既定のフォーマット等はないが、「設計者が
応募作品にどう関与したかを明記した資料
（見本）」（https://www.aij.or.jp/jpn/symp

osium/2024/sekkeisyadocu.pdf）を参照し

て作成すること。
⑺  現地交通案内概略図
⑻  作品選集「応募料」銀行振込要領兼振込元銀
行等通知書。通知書部分に必要事項を記入す
ること。

※選考の必要上さらに詳細な資料の提出を求め
ることがある。海外作品については、プロジェ
クトの背景とその解決について明快なコンセ
プトを示すこと。
❻応募方法
作品選集ホームページのオンライン応募システ
ムからの応募（電子投稿）に限る。メール添付や
CD-R・USB等の郵送・持参は受け付けない。
応募期間内のオンライン応募システム上での申
込および選考資料のアップロードをもって応募
とする。期間後の受付・訂正は一切認めないた
め、余裕をもって応募すること。
❼応募期間
2024年4月11日（木）から5月10日（金） 17:00

まで
❽応募支部
後日作品選集ホームページに掲載されるオンラ
イン応募システムより手続きを行う際、応募作
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する支部（18参照）、海外作品
については本部を選択する。応募作品を提出す
る支部が違う場合は、選考から外れるので十分
注意すること。
例） 応募作品の所在地が福岡県の場合、九州支
部へ資料を提出する。

❾選考方法
⑴  各支部に提出された応募作品のうちから、各
支部に設置された支部選考部会が作品選集委
員会に推薦する作品を決定する。選考は上記
資料に一部現地視察（応募の際には必ず施主
の了解を得ること）を加えて行う。
 応募作品が支部選考において現地視察となっ
た場合、主たる設計者（筆頭設計者もしくは
共同設計者）は必ず立会うことを条件とする。

⑵  海外作品については、海外作品選考部会が作
品選集委員会に推薦する作品を決定する。

⑶  各支部選考部会ならびに海外作品選考部会に
よって推薦された作品のうちから、作品選集
委員会が作品選集に掲載する作品を決定する。

⑷  選考結果は10月上旬までに応募者に通知す
る。

10選考基準
建築の学術・技術・芸術面での調和のとれた進
歩、発展を目的とする本会の立場から、採択さ
れる作品は下記の諸点において、本会が刊行す
る作品選集に掲載されるにふさわしい水準を持
つべきものとする。
⑴  計画、構造、環境・設備および材料・工法技
術に関する設計の論理性

⑵  社会性、歴史性、文化性から見た地域環境へ
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の適合性
⑶  外部空間、内部空間の両面における造形
⑷  設計全般にわたってのオリジナリティ
⑸  地球環境保全に対する配慮および建築物のラ
イフサイクルに対する取り組み

以上の側面から見て優れた作品であること。ま
た個別部分に際立って優れた部分のある作品で
あること。
11掲載原稿
作品選集に掲載が決まった作品は、採用通知に
記載する期日までに下記の掲載原稿を作成し、
本部事務局に提出する。執筆要領等詳細は掲載
決定通知とともに送付する。
⑴  設計主旨（英文併記）
⑵  建築概要（作品名、設計者名、所在地等、基
本データには英文併記のこと。なお、設計者
名はオンライン応募システムにご入力いただ
いた主たる設計者（記載順も含む）から変更
不可となっているので注意すること）

⑶  図面（そのまま版下となる明瞭なもの）
⑷  写真（写真の版権処理は応募者の責任とする）
⑸  作品データ
12作品選集の発行
建築雑誌増刊号として2025年3月に発行の予定。
各作品は、見開き2ページに、設計主旨、建築
概要、図面、写真、ならびに選評を収める。
13応募料・掲載料
⑴  応募料

 応募者は応募料として 1作品につき税込
11,000円（※）を応募と同時に必ず銀行振込
で応募支部に納入する。作品選集「応募料」
銀行振込要領兼振込元銀行等通知書（https://

www.aij.or.jp/jpn/symposium/2024/oub

oryou2025.pdf）にしたがって送金すること。
⑵  掲載料

 作品選集に掲載が決まった場合は、1作品に
つき税込55,000円（※）を掲載料として掲載
原稿とともに本部に納入する。納入方法は別
途通知する。

※ 応募料・掲載料は10,000円＋税、50,000円
＋税で算出しており、消費税の見直しがあっ
た場合は変更となる。

14著作権
⑴  掲載作品の著作権は応募者に帰属するものと
し、本会は編集出版権をもつ。

⑵  複写権、翻訳権を本会に委託するものとする。
⑶  本会は、掲載作品を電子形態によって公開で
きる。

⑷  著作権の侵害等の問題は応募者がすべての責
任を負う。

 作品選集は電子形態によって公開されることを
前提に、写真等について他者の著作権を侵害し
ないように十分注意する。
15ウェブサイトによる公開

⑴  作品選集は本会および本会が許諾したウェブ
サイトから全ページが公開される。

⑵  公開にあたり、本会は応募者の許諾をとるこ
とによって掲載ページの写真・図面等を無償
で利用することができる。

16賞対象
⑴  作品選奨

 掲載作品は、「2025年日本建築学会作品選
奨」の候補となる。ただし、海外作品は除く。
 対象となる主たる設計者（筆頭設計者もしく
は筆頭設計者と同等と認められる者）は、オ
ンライン応募システムの作品選奨対象者の項
目に必ずチェックを入れること。現地審査対
象となった場合は現地審査にて、作品選奨対
象者としてふさわしいかどうかの審査も行う。
応募後の賞対象者の変更は原則として認めな
い。

⑵  作品選集新人賞
 応募年（2024年）の4月1日時点で40歳未満
の作品選集掲載作品の筆頭設計者を「2025

年日本建築学会作品選集新人賞」として表彰
する。ただし、すでに新人賞を受けたことの
ある者、また過去に学会賞（作品）または作
品選奨を受賞した者は除く。また、新人賞は
作品選集掲載決定後、紙媒体・電子媒体問わ
ず本誌以外に当該作品を掲載する際（すでに
刊行された書籍は除く）には、設計者の記載
順位を変更しないことを条件としているため、
了承したうえで申請すること。
 応募作品が支部選考において現地視察対象と
なった場合、対象者は必ず立会うことを条件
とする。

※ 詳細については「新人賞申込に関する重要事
項 」（https://www.aij.or.jp/jpn/transa

ction/design/shinjin.pdf）を参照すること。
17その他
⑴  応募資料、掲載原稿の作成費は自己負担とす
る。

⑵  応募資料、掲載原稿の図面・写真は採用後の
校正紙を含め原則返却しない。

⑶  学会賞（作品）への応募は応募者が別途行う。
18各支部の所轄都道府県
・ 北海道支部（北海道）
・ 東北支部（青森県・岩手県・宮城県・秋田県・
山形県・福島県）

・ 関東支部（茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・
千葉県・東京都・神奈川県・山梨県）

・ 東海支部（静岡県・岐阜県・愛知県・三重県）
・ 北陸支部（新潟県・富山県・石川県・福井県・
長野県）

・ 近畿支部（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・
奈良県・和歌山県）

・ 中国支部（鳥取県・島根県・岡山県・広島県・
山口県）

・ 四国支部（徳島県・香川県・愛媛県・高知県）
・ 九州支部（福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・
大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県）

・ 本部（海外）
19作品選集委員会
＊ 印の退任委員の後任は、2024年6月までに決定
⑴  作品選集委員会
委員長 今井公太郎
幹　事 小西泰孝 堀場　弘＊

委　員 遠藤克彦 田所辰之助
谷口徹郎 土井一秀
中井孝幸 新居照和＊

西村謙司 萩野紀一郎
萩原　剛 福屋粧子＊

松島潤平 宮下智裕
持田正憲＊ 安田直民

⑵  支部選考部会
北海道
部会長 松島潤平
委　員 岩澤浩一 小倉寛征

小篠隆生 菊田弘輝
真境名達哉 松谷悟詞

東　北
部会長 安田直民
委　員 市川紘司 稲見公介

須田眞史 髙橋敏彦
濱　定史 宮﨑　渉

関　東
部会長 萩原　剛
幹　事 加藤　亨
委　員 浦　俊弥 金野千恵

杉江大典 高野洋平
滝村　徹 中尾彰宏
新関謙一郎 原　英嗣
福地拓磨 藤野高志
村田龍馬
※  2024年6月に支部役員よりもう1名
選出

東　海
部会長 中井孝幸
委　員 伊藤　維 犬飼高嘉

櫻木博章 佐々木勝敏
吉元　学 米澤貴紀

北　陸
部会長 宮下智裕
委　員 佐藤考一 清水俊貴

鈴木　晋 寺内美紀子
森本英裕

近　畿
部会長 谷口徹郎
委　員 梅田善愛 奥村朋孝

喜多主税 高田　暁
松井宣明 南浦琢磨
若本和仁

https://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2024/ouboryou2025.pdf
https://www.aij.or.jp/jpn/transaction/design/shinjin.pdf


087会告 情報ネットワーク

中　国
部会長 土井一秀
委　員 河田智成 中薗哲也
 原　浩二 向山　徹
 ※2024年2月にもう1名選出
四　国
委　員 齊藤　正 清水裕且
 渡辺菊眞
 ※2024年2月にもう1名選出
九　州
部会長 西村謙司
委　員 大西康伸 柴田晃宏
 清水里司 城間　俊
 末廣香織 中村裕文
 渕上貴由樹 松山将勝
 山田由香里
⑶ 海外作品選考部会
委　員 遠藤克彦 小西泰孝
 萩野紀一郎 福屋粧子＊

 堀場　弘＊ 持田正憲＊

 （敬称略）

20問合せ（本部）
※ オンライン応募システムおよび海外作品につ
いては、以下へお問い合わせください。

※ メールでの応募は受け付けません。
日本建築学会事務局
作品選集担当：内野、力武
TEL 03-3456-4135

E-mail senshu@aij.or.jp

定員 342名田町、三田駅から徒歩 3分

一般社団法人

〒108-8414  東京都港区芝5-26-20
電話（03）3456－2016（直通）

日本建築学会総務

高い天井の落ち着きある空間の中
ご自由な会場レイアウトで、
多様な企画を実現できます

広いホワイエにて展示会も同時開催が可能です

安全性を高めるため、本会の最先端の学術成果を
反映して天井耐震工事を実施しました。
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